Report of the Seiyo-maru Cruise in 2005 Fiscal Year : Research Report by unknown
TUMSAT-OACIS Repository - Tokyo University of Marine Science and Technology (東京海洋大学)
第三部 青鷹丸航海調査報告 平成17年度(2005年度)
調査報告
雑誌名 航海調査報告
巻 15
ページ 13-26
発行年 2007-03-31
URL http://id.nii.ac.jp/1342/00000288/
 - 20 -
3.2 平成17年度（2005年4月から2006年3月）の相模湾表層航走モニタリング 
（水温・塩分・クロロフィル蛍光値） 
Underway sampling of temperature, salinity and in vivo chlorophyll fluorescence between April 
2005 and March 2006 in the Sagami Bay 
1. 概略（General Account） 
 青鷹丸は、毎月の定期調査航海及び学部学生の実習航海を実施するために、東京湾と相模湾の定
点において観測を行っている。相模湾を高頻度に観測することにより、水温、塩分、クロロフィル
蛍光値が年間を通してどのような特徴を持っているのかを明らかにすることを目的とした。相模湾
における表層モニタリング装置による水温・塩分・クロロフィル蛍光値の観測結果を報告する。 
 
2. 方法（Method） 
 観測期間は2005年4月から2006年3月までとし、観測はTable.1に示した昼間に行い、観測
海域と代表的な航跡をFig. 1に示した。表層モニタリング装置の仕様及びデータの解析方法は宮崎
（2002）に従った。なお、観測海域は、35°10’N、139°40’E、34°50’Nの緯経度線及び伊豆半
島東岸の岸線に囲まれた海域とし、時間1分毎に収集された各データを、経度1分毎に平均を求め、
各月の値を示した。2005 年 8 月は、データ収集装置が故障した為、観測結果を得ることができな
かった。 
Table 1 Observation Date 
 
Apr. 13 14 19 23
May 11 13 17 18 19 25 26
Jun. 1 15 16 17 18 19
Jul. 7 8 9 10 11 21 22 23 28 29
Aug.
Sep. 1 2 9 10 11 12 13
Oct. 1 2
Nov. 16 17
Dec. 14 15 16
Jan. 13 16
Feb. 5 6 21 23
Mar. 2 7 9 14 16
Day
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Fig. 1 Observation Area 
 
3. 結果と考察（Result and Discussion） 
 相模湾表面の水温（℃）、塩分（PSU）、クロロフィル蛍光値（FU）について、それぞれの観測結果
をFig. 2に示した。なお、本報告では、139°30E付近より東側を「三浦沖」、139°15E付近より西側
を「伊東沖」、そして、三浦沖と伊東沖に挟まれた海域を「湾央」とした。なお、2005年4月、9月、
１１月及び 2006 年 1 月は伊東沖を航行することがなかったため、伊東沖での観測をすることができ
なかった。 
 
3.1 水温 
 水温は、夏季に高く、9 月には最大で 23.6℃であり（139˚33΄付近）、冬季に最も低く、2006 年 2
月には13.7 ℃（139˚37΄付近）であった。また、伊東沖から三浦沖へと水温が次第に低くなる傾向が
見られた。 
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3.2 塩分 
 塩分は7月～10月にかけて最も低く、冬季には高くなり、2005年11月～12月には最大で34.7 PSU
（11月：139˚18΄～139˚33΄付近、12月：139˚05΄～139˚34΄付近）であった。また、伊東沖139˚5΄
～10΄付近、三浦沖139˚32΄～40΄付近が年間を通じて、他の海域と比較して低塩分になる傾向が見ら
れた。 
 
3.3 クロロフィル蛍光 
 3、4月に春季ブルームがあり、クロロフィル蛍光値は最大で1.8 FU（2006年3月：139˚40΄付近）
であり、5月以降は次第に減少し、冬季には0.3 FUと最も低下した（2005年11月：139˚32΄付、2006
年1月：139˚18～25΄付近、2月：139˚38΄付近）。2005年6月～10月には東西でクロロフィル蛍光
値は殆ど変動しなかった。冬季には三浦沖でフロントが形成され、他の海域と比較して低水温であり、
クロロフィル蛍光値が高い傾向が見られた。 
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Fig.2 Observation Data in the Sagami Bay (Apr.-Jun.2005)                                       (Continued) 
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Fig.2 Observation Data in the Sagami Bay (Jul.-Oct.2005)                                       (Continued) 
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Fig.2 Observation Data in the Sagami Bay (Nov.2005-Jun.2006)                                   (Continued) 
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Fig.2 Observation Data in the Sagami Bay (Fev.-Mar.2006)                                       (Continued) 
